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血液中の養分の量を調節したり、体内に入った毒物の 

毒性を消すなど、大切な役目をたくさんしているのさ。 

かん
ぞう

臓のはたらきを、教えて 

 かん臓は、大人なら１.２～１.４ｋｇもあるほど大きい、
ないぞう

内臓です。 

 小腸で食物から
きゅうしゅう

吸収 した養分は、かん臓にたくわえられています。はげしい運

動などをして血液中の養分がたくさん使われてへると、かん臓から養分が送り出さ

れ、いつも一定の量になるよう調節されています。体内にとり入れた養分が多すぎ

たときは、かん臓でしぼうに変えられ、体内に
ちょぞう

貯蔵されます。 

 薬や毒性のあるものを体内にとり入れたときは、かん臓で分解され、毒のないも

のに変えられます。あまり長い間、お酒を大量に飲む生活を続けると、かん臓が悪

くなることが多いのは、かん臓が、お酒のアルコールの毒性に負けるためです。 

  

■かん臓は、切られても、もとの大きさにもどれる 

 血液は
ほね

骨の中でつくられますが、一部はか 

ん臓でもつくられ、古くなった血液をこわす 

のも、かん臓の役目です。しぼうの消化を助 

ける、消化液も出しています。 

 かん臓は、少しぐらい切り取られても、も 

とにもどる力が強いのが特長です。実験動物 

のラットなどでは、３分の２も切り取られた 

かん臓が、１週間後には、もとの大きさにも 

どるほどです。 
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